
産業活性化で未来を拓く

環
境
守
る
意
識
を
ビ
ジ
ネ
ス
に

滋賀環境ビジネスメッセ実行委員会会長坂口康一氏

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ メ
ッ
セ
開
催
の
意
義
は
？

　
今
年
で

回
目
の
節
目
を
迎
え

た
「
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ

セ
」
。
出
展
規
模
は
過
去
最
大

で
、
商
談
も
情
報
交
換
も
活
発
に

行
わ
れ
た
。
滋
賀
環
境
ビ
ジ
ネ
ス

メ
ッ
セ
実
行
委
員
会
の
坂
口
康
一

会
長

近
江
鍛
工
社
長

に
、
メ

ッ
セ
の
意
義
や
特
徴
、
抱
負
を
聞

い
た
。

　　
　　

　
―
今
回
の
手
応
え
は
い
か
が
で

し
た
か
。

　
「
来
場
者
は
前
年
を
や
や
下
回

っ
た
が
、
商
談
や
取
引
、
情
報
交

換
と
い
っ
た
中
身
で
は
、
前
回
と

同
様
に
充
実
し
て
い
た
」

　
―
今
年
の
特
徴
は
。

　
「
滋
賀
県
と
関
西
を
中
心
に
関

東
、
中
部
、
北
陸
、
中
国
、
四

国
、
九
州
と
出
展
が
広
域
化
し

た
。
大
手
も
中
小
も
そ
ろ
い
、
小

間
は
一
杯
で
こ
れ
以
上
入
ら
な

い
。
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
被

災
し
た
福
島
県
の
企
業
に
も
特
別

に
出
展
し
て
い
た
だ
い
た
」

　
―
目
玉
の
技
術
は
。

　
「
や
は
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
心

が
強
か
っ
た
。
太
陽
光
、
風
力
、

水
力
、
二
次
電
池
、
発
光
ダ
イ
オ

ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
な
ど
の
技

術
が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
。
専
門
展
な

の
で
毎
回
、
新
た
な
技
術
が
と
て

も
興
味
深
い
。
環
境
事
業
に
関
心

が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
来
場
し
て
い
た

だ
き
た
い
」

　
―
続
け
る
理
由
は
。

　
「
滋
賀
県
に
は
関
西
を
潤
す
琵

琶
湖
が
あ
り
、
県
民
全
体
に
環
境

を
守
る
意
識
が
高
い
。
こ
の
意
識

を
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け
よ
う
と

し
た
の
が
、
メ
ッ
セ
を
立
ち
上
げ

た
狙
い
だ
っ
た
。

年
前
か
ら
回

を
追
う
ご
と
に
、
規
模
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
」

　
―
企
業
の
期
待
は
。

　
「
景
気
の
停
滞
が
長
引
き
、
産

業
界
に
は
閉
塞
感
が
あ
る
。
ま
る

へ
い
そ
く

で
低
気
圧
の
中
に
い
る
よ
う
だ
。

何
か
未
来
に
夢
を
持
て
る
明
る
い

テ
ー
マ
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
ほ
し
い
。

そ
の
一
つ
が
環
境
で
あ
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
も
あ
る
」

　
―
新
た
な
成
長
市
場
に
育
て
ら

れ
ま
す
か
。

　
「
環
境
事
業
は
裾
野
が
広
い
。

か
つ
て
環
境
と
い
え
ば
主
に
空
気

や
水
を
問
題
に
し
て
い
た
が
、
今

は
事
業
所
か
ら
一
般
の
家
庭
ま
で

入
り
込
ん
で
い
る
。
例
え
ば
メ
ッ

セ
で
節
電
技
術
の
展
示
物
を
探
せ

ば
、

こ
ん
な
も
の
も
あ
る
の

か

と
驚
く
。
滋
賀
の
新
産
業
の

柱
に
育
つ
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
メ

ッ
セ
で
き
っ
か
け
づ
く
り
を
続
け

た
い
」

　
滋
賀
県
の
企
業
に
は
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
意
欲
が
強
い
。
関
西
の
水
源
で

あ
る
琵
琶
湖
を
抱
え
る
滋
賀
で
は
環
境
保
全
意
識
が
伝
統
的
に
高
く
、
地
元
の
企
業

も
水
質
浄
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
製
品
・
技
術
を
数
多
く
事
業
化
し
て
き
た
。

地
域
の
産
学
官
も
一
体
と
な
り
、
「
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
」
を
共
催
す
る

な
ど
、
新
事
業
の
創
出
を
強
力
に
後
押
し
し
て
い
る
。
「
湖
水
の
国
」
か
ら
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
多
様
な
事
例
や
支
援
策
を
探
っ
て
み
た
。

周
年
を
迎
え
国
内
有
数
の
環
境
専
門
展
に
定

着
し
た
「
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
」

び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
新
事
業
創
出
、
後
押
し

官
民
一
体
で
再
生
可
能
エ
ネ
を
推
進

省エネ・環境浄化で需要開拓
　
滋
賀
で
は
産
官
が
協
力
し

て
、
太
陽
光
発
電
の
普
及
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
滋
賀

県
と
滋
賀
銀
行
は

月

日

に
滋
賀
県
草
津
市
で
、
「
太

陽
光
発
電
セ
ミ
ナ
ー
」
を
共

催
し
た
。
共
催
者
の
ほ
か
京

セ
ラ
、
関
西
電
力
、
近
畿
経

済
産
業
局
の
担
当
者
も
講
演

し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
を
中

心
に
説
明
。
太

陽
光
発
電
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入

を
目
指
す
企
業
関
係
者
ら
１

５
１
人
が
熱
心
に
聴
講
し

た
。

　
こ
の
中
で
、
滋
賀
県
の
水

上
敏
彦
商
工
観
光
労
働
部
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興
室
長

は
、
県
の
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
振
興
戦
略
プ
ラ
ン
」

の
策
定
計
画
を
説
明
。
「
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
で
、
地
域
が
電
力
を
自
前

で
確
保
す
る
努
力
も
急
務
と

な
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
自

立
型
の

地
産
地
消

を
目

指
す
プ
ラ
ン
を
、

年
３
月

ま
で
に
策
定
し
た
い
」

水

上
室
長

と
表
明
し
た
。
県

独
自
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
促
進
策
や
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
産
業
の
振
興
策

を
盛
り
込
む
考
え
だ
。

　
小
規
模
の
太
陽
光
発
電
や

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

大
規
模
太

陽
光
発
電
所

へ
の
進
出
も

相
次
ぐ
。
住
宅
部
材
の
湖
東

興
産

滋
賀
県
東
近
江
市

は
８
月
に
最
大
１
０
０

で
売
電
を
始
め
た
。
建
設
業

の
昭
建

滋
賀
県
湖
南
市

も

年
２
月
に
、
県
内
で
初

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
完
成
す

る
予
定
だ
。

　
し
か
し
、
発
電
ビ
ジ
ネ
ス

は
特
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
達

し
な
い
小
規
模
で
の
収
支
予

測
が
難
し
い
。
セ
ミ
ナ
ー
で

は
滋
賀
銀
行
の
遠
藤
良
則
営

業
統
轄
部
法
人
推
進

グ
ル
ー
プ
課
長
が
、

「
発
電
ビ
ジ
ネ
ス
は

利
益
が
出
る
と
は
限

ら
ず
、
リ
ス
ク
も
伴

う
」
と
説
明
。
そ
こ
で
滋
賀

銀
行
は
参
入
希
望
の
顧
客
に

採
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

予
測

を
提
示
す
る
ほ

か
、
専
用
の
融
資
で
も
後
押

し
す
る
。
官
民
が
一
体
で

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

促
進
す
る
大
き
な
流
れ
を
滋

賀
に
つ
く
る
」

水
上
室

長

考
え
だ
。

　
「
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
で
滋
賀
県
が
持
つ
技
術
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

潜
在
力

を
発
揮
し
、
活
発
な
取
引
と

交
流
を
望
み
た
い
」
。

月

―

日
に
滋
賀
県
立
長
浜

ド
ー
ム

滋
賀
県
長
浜
市

で
開
か
れ
た
「
び
わ
湖
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
２
０
１

２
」
の
開
幕
式
で
、
嘉
田
由

紀
子
滋
賀
県
知
事
は
来
場
客

ら
に
強
く
訴
え
た
。

　
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ

ッ
セ
は
環
境
保
全
技
術
で
は

全
国
屈
指
の
専
門
展
。
開
催

周
年
の
歴
史
を
積
み
重
ね

て
き
た
。
特
に
今
年
は
過
去

最
大
の
２
９
７
社
・
団
体
５

１
０
小
間
が
全
国
各
地
か
ら

出
展
し
、
３
万
５
５
０
０
人

が
来
場
。
節
電
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も

追
い
風
に
、
熱
心
な
視
察
や

商
談
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
中
で
も
目
立
っ
た
の
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門

の
出
展
。
夏
原
工
業

滋
賀

県
彦
根
市

は
大
手
メ
ー
カ

ー
の
太
陽
光
発
電
を
投
資
効

率
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
紹

介
し
、
納
得
し
て
導
入
で
き

る
紹
介
に
努
め
た
。
西
川
嘉

英
環
境
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
長

は
「
３
年
前
に
事
業
を
始

め
、
設
置
実
績
は
伸
び
て
い

る
」
と
、
手
応
え
を
語
る
。

　
独
創
技
術
で
来
場
者
の
関

心
を
引
い
た
の
は
、
井
之
商

大
津
市

の
太
陽
光
照
明

装
置
。
屋
根
か
ら
レ
ン
ズ
と

チ
ュ
ー
ブ
で
太
陽
光
を
高
効

率
に
採
り
入
れ
、
熱
や
有
害

な
紫
外
線
は
さ
え
ぎ
り
室
内

を
照
ら
す
。
累
計
販
売
は
３

５
０
０
台
に
上
る
。
井
上
昇

社
長
は
「
沖
縄
県
南
城
市
と

沖
電
工
と
と
も
に
、
太
陽
光

照
明
装
置
を
市
内
に
普
及
さ

せ
る
協
定
も
結
ん
だ
。
台
風

で
数
日
停
電
し
た
場
合
の
照

明
に
も
役
立
つ
と
認
め
ら
れ

た
。
全
国
各
地
に
広
げ
た

い
」
と
意
欲
を
燃
や
す
。

　
上
林
工
業
所

滋
賀
県
竜

王
町

も
、
多
面
構
造
の
反

射
技
術
で
高
照
度
を
可
能
に

す
る
高
天
井
用
照
明
を
ア
ピ

ー
ル
。
販
売
部
門
の
責
任
者

は
「
広
島
県
の
天
井
式
ク
レ

ー
ン
メ
ー
カ
ー
か
ら
ク
レ
ー

ン
搭
載
用
の
投
光
器
と
し
て

採
用
さ
れ
る
な
ど
、

以
上

の
工
場
施
設
に
顧
客
を
開
拓

し
た
」
と
実
績
を
誇
る
。

　
一
方
、
「
浄
化
ゾ
ー
ン
」

で
も
地
元
企
業
が
意
欲
的
に

展
示
し
た
。
高
橋
金
属

滋

賀
県
長
浜
市

は
薬
品
も
薬

剤
も
使
わ
な
い
電
解
イ
オ
ン

水
に
よ
る
金
属
部
品
洗
浄
装

置
や
、
洗
浄
装
置
の
温
排
水

か
ら
熱
を
回
収
し
洗
浄
水
の

加
熱
に
利
用
す
る
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
式
の
リ
サ
イ
ク
ル
装
置

な
ど
が
注
目
さ
れ
た
。
高
橋

政
之
会
長
は
「
中
小
企
業
に

は
毎
日
が
稼
ぐ
た
め
の

戦

争

だ
が
、
数
年
先
に
ど
う

食
べ
て
い
く
か
の
戦
略
も
考

え
た
い
」
と
、
自
社
製
品
を

開
発
す
る
理
由
を
説
く
。

　
こ
の
ほ
か
、
滋
賀
県
守
山

市
に
事
業
所
を
構
え
る
旭
化

成
グ
ル
ー
プ
が
排
水
回
収
な

ど
の
水
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
技
術
を
、
日
東
精
工

京

都
府
綾
部
市

が
薬
品
を
使

わ
ず
超
微
細
な
泡
で
洗
浄
す

る
装
置
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
大

手
の
出
展
社
は
環
境
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
中
心

に
訴
求
。
土
木
・
建
築
、
廃

棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
、
エ
コ
商

品
、
バ
イ
オ
技
術
な
ど
の
テ

ー
マ
で
も
、
多
く
の
企
業
が

ア
ピ
ー
ル
を
競
い
合
っ
た
。

　
次
回
の
「
び
わ
湖
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
２
０
１
３
」

は

年

月

―

日
に
開

催
さ
れ
る
予
定
。
今
回
の
開

催
期
間
は
３
日
間
と
も
平
日

だ
っ
た
が
、
次
回
は
土
曜
日

の

日
ま
で
開
き
、
新
た
な

来
場
客
層
の
開
拓
も
図
る
。
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